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本年4月にCFOに就任しました出口です。

本日は決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。

2023年3月期本決算の概要について、資料に沿って、ご説明申し上げます。
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右下2ページ、「1．ハイライト」をご覧ください。

1点目、事業収益力の一段の向上です。

期初予想の純利益115億円から上方修正後の150億円を達成しました。過去10年間で
の最高益です。

2点目、世界的なインフレへの対応です。

顧客、パートナーと協力して、リスクコントロールの強化を徹底して、既存・新規案件へ
の影響を最小化しています。

3点目として、事業収益の安定化です。

手持案件の着実な遂行と、新規分野の積み上げ、リソース配分の最適化により、2023
年3月期、2024年3月期と2期連続で高い安定収益を目指します。
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右下3ページ、「2．損益計算書」をご覧下さい。

2023年3月期の実績は表の左から二つ目の水色の部分です。

左から三つ目が前期、2022年3月期対比での増減です。

通期予想は右から二つ目、通期予想に対する達成率は一番右です。

前期比で、増収増益となりました。

完成工事高は4,302億円、前期比1,190億円増加、達成率96％です。

完成工事総利益は327億円、前期比99億円増加、達成率は93％です。

完成工事総利益率は7.6%で、前期比0.3ポイント改善しています。

営業利益は181億円、前期比76億円増加、達成率91％です。

経常利益は203億円、前期比89億円増加、達成率102％です。

純利益は152億円で、達成率は101％です。
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右下4ページ、「3．利益増減分析」をご覧下さい。

完成工事総利益、販管費、営業利益について、2023年3月期と前期の実績を対比して
示しております。

先ほどご説明した通り、完成工事総利益は327億円、前期比99億円の増加です。エネ
ルギー分野209億円、地球環境分野118億円と、両事業分野とも前期から順調に伸び
ています。

販管費は、146億円、前期比23億円増加です。Withコロナでの経済活動回復に伴う営

業活動の活発化と成長戦略を推進するための研究開発費の支出による増加ですが、
再生計画の目標値150億円を下回り、抑制的にコントロールしています。

この結果、営業利益は181億円、前期比76億円の増加となっています。
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右下5ページ、「４．バランスシート」をご覧ください。

左側の一番下、総資産は、前期3,954億円から2023年3月期4,066億円に112億円増
加しています。

資産・負債項目の増減について2点ご説明します。

１点目、手持案件の進捗に伴い、資産項目で、「ジョイントベンチャー持分資産」が増加
する一方、負債側では、「支払手形」、「工事未払金」、「契約負債」が増加しています。

2点目、第1四半期に完工済み案件の係争が和解により決着したことに伴い、資産側で

「未収入金」、負債側で「未払金」が減少しています。「未収入金」の減少幅が相対的に
大きくなっていますが、回収した資金のかなりの部分を「短期貸付金」に計上している
ためです。

表の右下、自己資本は前期比65億円の増加、222億円です。自己資本比率は5.5％、
前期比1.5ポイント改善しています。
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右下6ページ、「5．受注高・受注残高」をご覧ください。

受注高は1,550億円、通期予想3,000億円に対して5割程度です。

受注残高は1兆1,489億円、現在の完成工事高の約3年分をカバーする水準です。主
要案件は下表をご参照ください。
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右下7ページ、「6．2024年3月期予想」をご覧ください

2023年3月期通期予想と同水準を見込んでいます。

完成工事高は4,500億円です。

引き続き、カタールNFE LNG、インドネシア銅製錬など主要案件の進捗が寄与します
。

完成工事総利益は350億円、完成工事総利益率は7.8％です。

販管費は150億円です。

営業利益、経常利益はいずれも200億円、純利益は150億円です。

受注高は、3,000億円です。
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次のスライド、右下8ページ、9ページは付表です。

右下8ページは、2023年3月期の完成工事高、受注残高の分野別、地域別の内訳です
。

8



右下9ページは、2020年3月期以降、過去4年間の業績推移および2024年3月期の通
期予想をグラフで一覧にしています。

以上で決算概要の説明を終わります。
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